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４．プログラムの例　　

１）キッチンブーケをつくろう

＜概要＞

ハーブや香辛料といった植物のつくりを虫眼鏡や電子顕微鏡で観察した後、キッチンブー

ケを作成するプログラムである。「植物のつくり」や「食の科学」への関心を高めるとともに、

持ち帰ったキッチンブーケは料理に活かすことができ、プログラムでの体験を家庭に持ち帰

り、暮らしに活かすことが期待される。プログラムでは、ローズマリーやバジル、ミント、

ラベンダーといったシソ科のハーブに着目し、共通する点や異なる点について観察を行った。

また、香りのもとになる香りの粒の観察や電子顕微鏡画像を提示するなど科学的な根拠を拡

大提示した。

＜結果＞

プログラム後に行ったアンケートでは

・キッチンブーケを作ったのが楽しかった。料理に使うのも楽しみです。

・いつも目にするバジルやシソのことなど講義がとても勉強になった。

・身近なハーブにこんなに触れたことがなかったので、勉強になってとても良かった。

ハーブをもっと日常で使ってみようと思う。

といった回答が寄せられた。

＜成果＞

アンケートの結果より、参加者は観察や対話をとおして、ふだんから親しんでいるハーブ

や香辛料を科学的な視点で捉え、知識を深めることができた。また、プログラムで得た知識

を暮らしに活かしてみようという参加者のモチベーションの向上にもつながった。

＜考察＞

プログラムを通して、「植物のつくり」や「食の科学」への関心を高める場を創出できた

と示唆する。またプログラムでの体験を暮らしに活かす工夫として、ローズマリーを使った

ソーセージやシナモンを使ったクラフトコーラのレシピを紹介した。作ったキッチンブーケ

の先にある愉しみ方を提案することで、家庭での実践につなげることができたと考える。

図２　完成したキッチンブーケ図１　ローズマリーの観察
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暮らしに活かす科学の知恵
～みなと科学館のリビングサイエンスプログラムをとおして～
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２）アロマポットをつくろう

＜概要＞

保冷剤で用いられる高吸水性ポリマーの化学的な性質に着目した実験を行い、その性質を

活かしたアロマポットづくりを行った。化学への興味・関心を引き出し、不要になった保冷

剤やジャムなどのあきビンから新たな物を創造する発想力を涵養し、日常生活におけるアッ

プサイクルを息づかせるプログラムとなっている。

＜結果＞

プログラム後のアンケートの「本イベントで新しいことを知りましたか？」の問いに対し

・高吸水性ポリマーについて初めて知った。

・保冷剤が家にたくさんあって困っていたのでアップサイクルにつながってとてもいいと

思った。

といった回答があった。

＜成果と課題＞

高吸水性ポリマーの性質を初めて知ったり、また年末の大そうじに向けた時期に行うこと

でアップサイクルが自分にもできた、といった回答が複数あり、リビングサイエンスプログ

ラムが目指す姿「観察や実験をとおして、身近な素材を科学的な視点で捉え、気づきや探究

につなげられる」「体験を通して、暮らしに科学の知恵を取り入れようと考えられるように

なる」に近づけることができた。

一方、課題として、高吸水性ポリマーは、幼児が口にする恐れや、水道に流すと排水管の

つまりを引き起こすことがあるため、参加者への安全な使い方について解説はしたが、さら

なる徹底を行う必要がある。

＜考察＞

本プログラムでは、身近な物がもつ化学的性質に関する知識を深めることで、その特性を

生かし物質と上手に付き合う体験を提供する機会となった。また身近な物が持つ特性を生か

し新たな使い道を考えることは、暮らしに科学の知恵を取り入れる実体験である。特に本プ

ログラムでは使わなくなった保冷剤やジャムのビンを利用したことで、リビングサイエンス

プログラムの中で、参加者がアップサイクルを体験する機会になったと考える。

図４ アロマポットを作る参加者図３　アップサイクルの話
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５．成果と課題　　

１）成果

プログラム後に実施するアンケートで、「新しいことを知ったか」の問いに対し、どのプ

ログラムも９割以上の参加者が「はい」と答えている。これらは、身近な素材の観察や簡単

な実験、対話をとおして参加者の科学的な気づきにつながった結果である。

本プログラムは大人向けに企画したものである。最近では大人の女性のリピーターも増え

ている。また、父親と子で参加し、プログラムで作成したものを家に帰って母親にプレゼン

トするといった参加者をみかけるようになった。家族との対話をとおして科学の知恵を暮ら

しに広めるきっかけになっている。一方、自分で作成した作品を科学館に届けてくれ、工夫

したところを説明してくれる参加者もいる。こうした参加者の変化から、科学的な知恵(知識 )

を暮らしに活かす愉しさと体験を提供することができたと評価する。

２）課題

プログラムの特性上、前半は身近な素材の観察や簡単な実験による対話、後半は工作となっ

ている。一方的な講義にならないよう、観察や実験の中でも対話ができるよう心がけている。

話し方や進行のテンポにも工夫を心掛けていきたい。

６．今後の展開

現時点では、リビングサイエンスプログラムのテーマを「科学的な知恵 ( 知識 ) を暮らしに

活かす愉しさと体験の提供」としている。

今後の目標として、リビングサイエンスプログラムをとおして、参加者が持ち帰った知識（知

恵）を元に「科学的な知恵 ( 知識 ) を暮らしに活かし、能動的に行動できるようになる」こと

を目指している。参加者の行動変化については、今後、プログラムのシリーズ化やアンケート

の工夫などで把握できるよう検討中である。




